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子どもの健康と健康に関する全国調査

（エコチル調査）の概要（エコチル調査）の概要
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今、子ども達に何が起こっているのか

先天奇形（尿道下裂など）の増加 免疫系疾患（小児ぜん息）の増加
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出典：国際先天異常監視機構 (ICBDSR)
出典：学校保健統計

２５年間で
先天異常は２倍に 毎年生まれる子どものうち

約800人が水頭症
約500人が二分脊椎症
約400人が尿道下裂

毎年生まれる子どものうち
約800人が水頭症
約500人が二分脊椎症
約400人が尿道下裂

２０年間で

ぜん息児は３倍に
小学生の4％ （約28万人）が罹患
中学生の3％ （約11万人）が罹患
高校生の2％ （約7万人）が罹患

小学生の4％ （約28万人）が罹患
中学生の3％ （約11万人）が罹患
高校生の2％ （約7万人）が罹患

斎藤博久監修・勝沼俊雄編集
小児アレルギーシリーズ 「喘息」
（診断と治療社）より
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⽣殖異常（男児の出⽣率の低下）の増
加

代謝・内分泌系異常（⼩児肥満）の増加

今、子ども達に何が起こっているのか

出典：学校保健統計 出典：人口動態統計

男子の出生比率が減少
３０年間で

肥満傾向児は1.5倍に

子どもの心身の異常に、環境中の有害物質が関与しているのではないかとの懸念
原因究明には、長期的なデータ収集が必要
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USA: ウィスコンシン州（⾃閉症の割合）⽇本（精神及び⾏動の障害の受療率）

精神神経発達障害の増加

出典：患者調査
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●低濃度のメチル水銀曝露による発達への影響 （セイシェル、デンマークのフェロー諸島等多数）

●低濃度の鉛曝露による知能の低下 （アメリカ）

●低濃度のＰＣＢ曝露による発達への影響 （アメリカ、台湾）

●有機ヒ素化合物の曝露による小児への健康影響 （知能の低下、自律神経の異常、日本）

ヒトにおいて、

化学物質の影響が

指摘されている事例
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子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）とは

調査目的

子どもの健康に与える環境要因を解明

中心仮説･･･「胎児期から小児期にかけての化学物質曝露が、中心仮説 「胎児期から小児期にかけての化学物質曝露が、
子どもの健康に大きな影響を与えているのではないか？ 」

調査方法・規模

全国で「１０万組の親子」を対象とした出生児の追跡調査

調査期間

平成２３年１月より３年間で参加者募集

１３年間追跡調査

出生コーホート調査

平成23年8月1日以降

出産予定の妊婦さん

１３年間追跡調査。

期待される成果

① 小児の健康に影響を与える環境要因の解明
② 小児の脆弱性を考慮したリスク管理体制の構築
③ 次世代の子どもが健やかに育つ環境の実現
④ ライフサイエンス分野の国際競争力の確保

○身体発育：

出生時体重低下、出生後の身体発育状況等

○身体発育：

出生時体重低下、出生後の身体発育状況等
○化学物質の曝露

残留性有機汚染物質（ダイオキシン類、PCB、

○化学物質の曝露

残留性有機汚染物質（ダイオキシン類、PCB、

環境要因 子どもの健康

調査の対象とする環境要因と結果

○先天奇形：

尿道下裂、停留精巣、口唇・口蓋裂、二分脊椎症、
消化管閉鎖症、心室中隔欠損、染色体異常等

○先天奇形：

尿道下裂、停留精巣、口唇・口蓋裂、二分脊椎症、
消化管閉鎖症、心室中隔欠損、染色体異常等

○性分化の異常：

性比、性器形成障害、脳の性分化等

○性分化の異常：

性比、性器形成障害、脳の性分化等

○精神神経発達障害：

自閉症、ＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥・多動性
障害）等

○精神神経発達障害：

自閉症、ＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥・多動性
障害）等

有機フッ素化合物、難燃剤等）、重金属（水銀、

鉛、ヒ素、カドミウム等）、内分泌攪乱物質（ビス

フェノールＡ等）、農薬、VOC（ベンゼン等）など

有機フッ素化合物、難燃剤等）、重金属（水銀、

鉛、ヒ素、カドミウム等）、内分泌攪乱物質（ビス

フェノールＡ等）、農薬、VOC（ベンゼン等）など

○遺伝要因○遺伝要因

○免疫系の異常：

小児アレルギー、アトピー、喘息等

○免疫系の異常：

小児アレルギー、アトピー、喘息等○社会要因○社会要因

○生活習慣要因○生活習慣要因
○代謝・内分泌系の異常：

耐糖能異常、肥満等

○代謝・内分泌系の異常：

耐糖能異常、肥満等
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調査実施体制

●調査実施の中心機関

●データシステムの運営

●試料の保存分析、精度管理

管 支援

●調査の企画立案

●予算の確保

環境省

厚生労働省

文部科学省

米国等

コアセンター（国立環境研究所）連携

地方自治体

メディカルサポートセンター
（国立成育医療研究センター）

●地域住民への普及啓発・広報

●母子健康手帳発行窓口等による

リクルートへの協力

●調査における医学的支援

●アウトカムの測定に関するプロトコール

作成支援

●調査に関わる医療関係者への指導・支援

●ユニットセンター管理・支援●予算の確保

公 募連携

協力医療機関

ユニットセンター
（大学等、全国15か所）

リクル トへの協力

●法律に基づいて行政データの提供

●ユニットセンターの呼びかけに応じ、
地域の医療機関（大学病院、一般病院、診療所等）が
参加者のリクルートや生体試料の採取に協力

●参加者のリクルートと13歳に達するまでの追跡

●生体試料の採取、質問票調査の実施

●個別相談窓口など参加者とのコミュニケーション

公 募

エコチル調査の対象地域

全国１５のユニットセンター
約４００の協力医療機関
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調の流れエコチル調査の流れ

・インフォームドコンセント
・質問票調査
・妊婦血液、尿の採取

妊娠初期
長期保存

（バンキング）妊娠中期

10万組の参加登録

・母乳の採取
・赤ちゃんの毛髪の採取

・出生児の健康状態を確認
・臍帯血の採取
・母の血液・毛髪、父の血液の採取
・ろ紙血（出生児）の採取

出産時

1ヶ月時
分析結果

化学物質等の測定

（バンキング）妊娠中期

※2

・質問票調査（半年ごと）
・面接調査（数年ごと）
・環境試料の採取

6ヶ月から
13歳になるまで

子どもの成長発達に影響を与える環境要因を解明

統計学的解析

※１ 一部の方 ※２ ハサミで２つまみほどカット

※１

※１

■ 直接的成果 ■ ■ 間接的成果 ■

本調査から期待される成果

子どもの疾病を低減し、安心・安全な子育て環境を実現

環境要因に限らず幅広い視点
からの子どもの健康研究の
共通基盤を提供

日本最大の父母子の生体試料バンク
としての機能を提供

子どもの健康に与える環境要因を解明
⇒有害環境の排除

● 化学物質の製造、輸入、使用に対する規制的措置、
自主的取組の促進

● 環境基準の改定・設定

化学物質感受性・疾患・障害に関連する
遺伝子の解明 ⇒予防

● 出生時遺伝子診断

環境科学、小児保健分野における幅広
い人材育成

科学的・倫理的な審査を経て、産官学の幅広い
研究ニーズに応える

少子化対策（安全・安心な子育て）

● 出生時遺伝子診断

● ハイリスク児に特化した対策
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エコチル調査のデータは、みんなの宝もの

食生活 化学物質

10万組の夫婦と子どもたちのデータ

運動・睡眠

居住環境

養育環境

健康 発達・発育

社会生活

IT・メディア
の利用

社会経済
状況

国内外の研究者子育ての専門家 メディア

健康づくり担当者 子育て中の保護者

子どもたちの未来のため、みんなで、この宝ものを活用

エコチル調査における国際連携の意義
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マイアミ宣言 G8環境大臣会合

• ７つの政策領域における協力を要請。

環境リスク評価と基準設定– 環境リスク評価と基準設定

– 子どもの鉛曝露

– 安全な飲料水

– 大気の質

– 煙草の煙

内分泌かく乱物質による子どもの健康への脅威– 内分泌かく乱物質による子どもの健康への脅威

– 気候変動による子どもの健康への影響

G8 環境大臣会合 2009年、シラクサ

• 子どもの健康と環境に関するセッションは、日本国
斉藤環境大臣と米国環境保護庁ジャクソン長官の基
調講演で開始された調講演で開始された。

以下について合意

• 塗料中の鉛の段階的廃止及びガソリン中の鉛の世界
的な全面禁止に向けて取組を加速。

化学物質 重金属 気候変動を含む小児環境保健に• 化学物質、重金属、気候変動を含む小児環境保健に
関する調査研究について協力

• 小児環境保健に関する知識の増進と対処能力向上
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エコチル調査国際連携会議

• 2011年2月2日～3日、東京で開催2011年2月2日 3日、東京で開催

• 成果：各国の大規模な出生コホート調査のデータ相

互利用・比較が可能となるよう、国際機関及び各国
が連携することの必要性を合意

エコチル調査 国際シンポジウム in 北九州

年 月 北九州市 開催• 2012年2月28日、北九州市で開催

• 成果：諸外国及び国際機関の専門家が、各国の出
生コホート調査状況や小児環境保健のための国際
連携について発表。国際作業グループ会合の成果
である「原則の声明」 を発表。

国際的な連携・協力

国際機関 各国政府
海外コーホート調査

米国子ども調査
欧州の大規模コーホート 等

連
携

協
力

高度な疫学調査から得られる
調査結果、分析成果を途上国に応用

途上国が経済発展の過程で顕在化す
る小児環境保健の課題を先取りして対

数十万人規模の
巨大なコンソーシアムの形成

出現率が低い疾病と環境要因の関連
の解明が可能になる

化学物質のばく露と子どもの健康をとり

各国における子どもの健康リスクを評
価

る小児環境保健の課題を先取りして対
応

化学物質のばく露と子どもの健康をとり
まく状況の各国比較が可能になる

費用対効果の高い対策方法を国際社
会に提示することができる

我が国の子どもの脆弱性を考慮したリ
スク評価、リスク管理体制構築の推進
につながる
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次世代の大規模出生コホート調査の協調に関する
国際作業グループ

2011年9月、WHOの調整により設立。

第１回会合： 2011年9月17日（スペイン・バルセロナ

第２回会合： 2011年10月25日（米国・ボルチモア）

第３回会合： 2011年12月5日～6日（ドイツ・ボン）

第４回会合： 2012年2月27日～28日（日本・北九州）

第５回会合： 2012年6月26日～27日（中国・上海）

第６回会合： 2012年10月31日～11月1日（米国・シアトル）

第７回会合： 2013年5月8日～9日（米国・ワシントン）

第８回会合： 2013年8月18日～19日（スイス・バーゼル）

次世代の大規模出生コホート調査の

協調に関する国際作業グループ第9回会合

2013年11月14日～15日、ウインク愛知で開催

参加機関：

• 全米子ども調査

• 米国環境保護庁

• ドイツ環境・自然保護・核安全省

• ドイツ環境庁

• フランスElfeコホート• フランスElfeコホ ト

• 上海コホート

• エコチル調査（研究者及び行政官）
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